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※赤い四角は写真Ａ，Ｂの撮影範囲．

口絵１．石狩湾に発生した上位蜃気楼．いずれも2011年，石狩浜から撮影．

　　　　Ａ：５月12日，積丹半島沖．Ｂ：７月６日，高島岬先端．



口絵１．2011年に石狩浜から観測された石狩湾の

　　　　上位蜃気楼

　　　　SuperiormiragesinIshikariBayobserved

　　　　fromIshikariBeach,Hokkaido,Japanin2011

　石狩湾で発生する蜃気楼は，小樽地方では江戸時代から「高島お

ばけ」として知られている．これは海面付近に「上暖下冷」の気層

構造が形成された際に，光の屈折によって対岸の実景の上方に虚像

が見えて，あたかも景色が伸び上がったかのように見える「上位蜃

気楼」と呼ばれる現象である．

　小樽側からは毎年何回も観測されている（大鐘，2010）が，近

年，石狩側から観測を始めたところ，2010年６月25日に上位蜃気

楼の発生を初めて確認・撮影することができた（志賀・大鐘，

2012）．さらに2011年にも５月12日と７月６日の２回，ともに大

規模な上位蜃気楼の観測に成功した．

　写真は2011年５月12日と７月６日に発生した上位蜃気楼．両日とも石狩浜海水浴場の南西約１km地点か

ら，デジタル一眼レフカメラ＋望遠レンズ（35mmフィルム換算で焦点距離1000mm相当）で撮影した．

画像は見やすくするためにコントラストを強調してある．

　５月12日は，午前11時頃，石狩から西方に見える積丹半島の北端の低地の上位蜃気楼が見られた．積丹

半島北端の低地は本来は石狩から見ると水平線ぎりぎりにあたるため，通常は空気が非常に澄んでいる日に

限って微かに見える程度である．しかしこの時は，海面上にあたかも黒い氷山が浮かんでいるかのような虚

像が見られた．写真Ａの水平線上中央付近に写っているのは漁船．

　７月６日には，積丹半島北端から小樽市街までの広い範囲に上位蜃気楼が見られた．写真Ｂは，高島岬先

端とその沖の「トド岩」と呼ばれる小島．13時頃，空中に陸地が浮いているかのような虚像が出現した．

（志賀健司）
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口絵２．金鳥香（大日本除虫菊株式会社製）

　　　　"KINCHOKO"

　　　　(DAINIHONJOCHUGIKUCo.,Ltd.)

　金鳥香は，明治23年に発売が開始された世界最初の棒状蚊取線香

である．縦12.1cm，横7.4cm，高さ2.8cmの紙箱に10束の蚊取線

香と立てるための金属製の台が入っている．箱のフタには金鳥の鶏

マークが印刷されており，側面には「キンチヨウコウ」，もう一方

の側面には「MOSQUITOSTICKS」（鶏印棒状蚊取線香），「EXTERMINALASMOSCASY

MOSQUITOS」(ポルトガル語で“蝿，蚊を駆除する”の意)とある．

　蚊取線香の開発者は，大日本除虫菊株式会社の創業者上山英一郎氏で，同宿となった線香屋の息子からヒ

ントを得たという．金鳥香以前は草木の葉や木くずや香をたき，煙で害虫を追い払う「蚊遣り」であった．

上山氏の蚊取線香は蚊遣り方式を踏まえた除虫菊の殺虫作用を効果的に活用できる画期的な発明であった．

明治28年には燃焼時間を増やすために渦巻状にするアイディアが生まれ，今日の渦巻状蚊取線香につな

がっていった．

　北海道で最初に除虫菊栽培に成功したのは石狩市花畔の金子清一郎氏である．金子氏は明治29年から除

虫菊栽培に取り組み，大正14（1925）年には全国作付面積の69パーセントを占めるまでになった．蚊取線

香を発明した上山英一郎氏は除虫菊栽培の拡大にも熱心で，金子氏の成功にも上山氏の助力があった．

　本資料は，平成23年９月に大日本除虫菊株式会社と石狩の除虫菊栽培の関係を調査するため，同社の

上山久史専務が石狩市に来訪された際に寄贈されたものである．

（工藤義衛）
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